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新
年
の
ご
挨
拶

住
友
林
業
株
式
会
社  

常
務
執
行
役
員　

木
材
建
材
事
業
本
部
長   

田
中 

耕
治

　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
「
建
材
マ
ン
ス
リ
ー
」
を
ご
愛
読
賜
り
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
旧
年
中
は
格
別
の
ご
愛
顧

を
賜
り
、
心
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
罹
患
、
さ
ら
に

は
影
響
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
る
と
と
も
に
、
医
療
現
場
や
社
会
基
盤
の
維
持
に
尽
力

さ
れ
て
い
る
方
々
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

昨
年
年
初
よ
り
世
界
中
に
拡
大
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

は
、
国
内
に
お
い
て
も
収
束
の
兆
し
が
見
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
世
界
各
地
で
洪
水
や
山
火
事
な
ど
自
然
災
害
も
相
次
ぎ

ま
し
た
。
経
済
回
復
と
同
時
に
脱
炭
素
社
会
へ
シ
フ
ト
し
気
候

変
動
の
緩
和
も
実
現
し
よ
う
と
い
う「
グ
リ
ー
ン
・
リ
カ
バ
リ
ー
」

の
動
き
は
欧
州
を
中
心
に
世
界
中
に
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

日
本
で
も
、
菅
首
相
が
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
を

２
０
５
０
年
ま
で
に
実
質
ゼ
ロ
と
す
る
目
標
を
宣
言
し
、
今

後
脱
炭
素
へ
の
動
き
が
一
層
加
速
す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
当
社
で
は
昨
年
３
月
に
、
２
０
４
０
年

ま
で
に
自
社
事
業
に
お
い
て
１
０
０
％
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
を
目
指
す
国
際
的
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
「
Ｒ
Ｅ

１
０
０
」
に
加
盟
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、
木
材
利
用
の
促
進

や
需
要
創
出
に
よ
り
、
生
物
多
様
性
の
保
全
、
温
室
効
果
ガ

ス
抑
制
な
ど
「
木
」
の
環
境
・
社
会
的
価
値
を
包
括
し
た
「
公

慮
型
建
築
物
の
普
及
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
共
生
を
想
定
し
た
「
新
し
い

生
活
様
式
」
が
公
表
さ
れ
、「
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
」「
抗
菌
・

抗
ウ
イ
ル
ス
」「
非
接
触
」
な
ど
住
ま
い
に
関
す
る
新
た
な
キ
ー

ワ
ー
ド
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
生
活
ス
タ

イ
ル
の
変
化
が
一
気
に
加
速
し
、
新
し
い
ニ
ー
ズ
が
生
ま
れ

る
こ
と
は
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
は
ず
で
す
。

  

「
生
き
残
る
種
と
は
、
最
も
強
い
も
の
で
は
な
い
。
最
も
知

的
な
も
の
で
も
な
い
。
そ
れ
は
、
変
化
に
最
も
よ
く
適
応
し

た
も
の
で
あ
る
」
。
こ
れ
は
、
生
物
進
化
の
理
論
を
確
立
し
た

イ
ギ
リ
ス
の
自
然
科
学
者
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
言
葉

で
す
が
、
今
ま
さ
に
こ
の
言
葉
を
思
い
出
し
行
動
す
べ
き
時
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
厳
し
い
市
場
環
境
の
中
、
社
会
に
必
要

と
さ
れ
続
け
る
た
め
に
は
、
時
代
の
変
化
を
見
極
め
、
柔
軟

な
発
想
で
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
末
永

く
繁
栄
す
る
種
と
な
る
べ
く
、
皆
様
と
と
も
に
チ
ャ
ン
ス
を
逃

さ
ず
に
新
た
な
価
値
を
創
造
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

弊
誌
「
建
材
マ
ン
ス
リ
ー
」
は
、
よ
り
有
益
な
情
報
を
分

か
り
や
す
く
タ
イ
ム
リ
ー
に
お
届
け
す
る
、
を
モ
ッ
ト
ー
に

今
後
も
邁
進
し
て
参
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
支
援
、
ご
鞭
撻

の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
皆
様
の
ご
健
康
と
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

益
的
価
値
」
を
創
出
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
達
成
に
貢
献
致

し
ま
す
。
今
後
も
事
業
と
Ｅ
Ｓ
Ｇ
へ
の
取
り
組
み
の
一
体
化

を
推
進
し
、
森
か
ら
家
づ
く
り
ま
で
行
う
当
社
な
ら
で
は
の

循
環
型
ビ
ジ
ネ
ス
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

　

そ
の
中
核
を
担
う
木
材
建
材
事
業
本
部
で
は
、
三
つ
の
基

本
方
針
を
掲
げ
て
事
業
を
展
開
致
し
ま
す
。
一
つ
目
は
、「
Ｉ

Ｔ
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
機
能
の
強
化
」

と
し
て
、
業
務
・
物
流
効
率
化
な
ど
皆
様
の
ニ
ー
ズ
に
素
早

く
解
決
策
を
ご
提
案
し
て
参
り
ま
す
。
昨
年
８
月
に
は
、
Ａ

Ｉ
を
活
用
し
た
構
造
設
計
支
援
サ
ー
ビ
ス
「
構
造
エ
ク
ス
プ

レ
ス
」
を
本
格
的
に
開
始
致
し
ま
し
た
。
意
匠
図
を
基
に
構

造
計
算
書
、
プ
レ
カ
ッ
ト
Ｃ
Ａ
Ｄ
連
携
デ
ー
タ
等
を
自
動
生

成
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
利
用
が
可
能
で
す
。
こ
の
サ
ー
ビ

ス
を
通
じ
て
良
質
な
住
宅
の
供
給
や
働
き
方
改
革
と
い
っ
た

社
会
課
題
解
決
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。
二
つ
目
と
し
て
、

「
持
続
可
能
な
森
林
資
源
の
活
用
促
進
」
に
注
力
し
、
本
年

末
ま
で
に
持
続
可
能
な
木
材
お
よ
び
木
材
製
品
の
取
り
扱
い

を
１
０
０
％
と
す
る
目
標
を
掲
げ
取
り
組
み
を
推
進
し
て
お

り
ま
す
。
環
境
配
慮
型
合
板
「
き
こ
り
ん
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
」

の
拡
販
強
化
を
は
じ
め
、
国
産
材
の
有
効
活
用
に
向
け
て
商

品
や
用
途
開
発
に
注
力
致
し
ま
す
。
三
つ
目
は
、
木
材
フ
ァ

ブ
リ
ケ
ー
タ
ー
と
し
て
製
造
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
・
販
売
の

一
貫
体
制
に
よ
る
高
付
加
価
値
商
品
の
開
発
や
、
非
住
宅
分

野
に
お
け
る
木
造
・
木
質
化
事
業
の
強
化
を
通
じ
て
環
境
配

ワーケーション
「Work（仕事）」と「Vacation（休暇）」を組み
合わせた、リゾート地などで余暇を楽しみなが
ら仕事を行う「新しい働き方」。従業員が本人の
意思で、雇用主の承認のもと、働く場所の制限
なくテレワークなどで仕事をする。

サービスロボット
主に公共空間や家庭など、人の暮らしに近い環
境でサービスを提供するロボット。医療・介護、
店舗、物流・運搬など非製造分野を中心に導入
が進んでおり、生産年齢人口が減少する日本の
課題解決にも期待が集まる。

Eco-DRR（エコディーアールアール）
自然災害リスクに対し、生態系がもつ防災・減
災機能を活用したアプローチ。海岸防災林に
よって暴風や高潮を防ぐ、森林の整備で土砂崩
れや土石流を防止する、湿地保全などで洪水を
緩和するなどの手法がある。

特  集

2021年 注目キーワード
2020年は世界中が新型コロナウイルス感染症に翻弄された年だった。

世界の感染者は累計で8400万人を超え、100人に1人が感染した計算となる。
誰もが予想しなかったパンデミックによって、人々の経済活動や社会生活は大きく変化した。

また、世界各地で自然災害が頻発し、
日本でも2020年7月の九州での豪雨など、甚大な被害をもたらしている。

このような厳しい環境の中、
私たちの暮らしを豊かにする取り組みとはどのようなことだろうか。

今号は、2021年を前向きに進めるキーワードを編集室が選び、識者に解説してもらった。
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改
め
て
見
直
さ
れ
る

伝
統
的
な
防
災・減
災
の
手
法

　

Ｅ
ｃ
ｏ-

Ｄ
Ｒ
Ｒ
と
は
「
生
態
系
を
活
用

し
た
防
災
・
減
災
」
の
こ
と
で
、
自
然
の

力
を
借
り
て
災
害
を
防
ぐ
試
み
だ
。
暴
風

や
高
潮
を
防
ぐ
海
岸
防
災
林
、
土
砂
崩
れ

や
土
石
流
を
防
ぐ
た
め
の
森
林
整
備
、
湿

地
保
全
や
遊
水
地*

２
に
よ
る
洪
水
の
緩
和

な
ど
、
日
本
で
も
昔
か
ら
取
り
組
み
が
行

わ
れ
て
き
た
。

　

２
０
０
４
年
に
発
生
し
た
イ
ン
ド
洋
大

津
波
で
は
、
沿
岸

部
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ

林
が
津
波
の
勢
い

を
吸
収
し
て
、
被

害
を
軽
減
さ
せ
た

と
い
う
。
こ
の
経
験

を
き
っ
か
け
に
改
め

て
も
う
一
度
見
直
そ

う
と
い
う
機
運
が

高
ま
っ
て
い
る
。

  

「
最
近
注
目
さ
れ

て
い
る
の
は
、
江

戸
時
代
か
ら
用
い

ら
れ
て
い
る
霞か

す
み
て
い堤

で
す
。
堤
防
の
一
部

を
あ
え
て
切
り
、

写真：PIXTA

＊1	Eco-DRR：ecosystem-based	disaster	risk	reductionの略
＊2	遊水地：下流の水害を軽減するため、河川の流水を一時的にあふれさせて貯める土地
＊3	グリーンインフラ：自然の多様な機能や仕組みを活用するインフラや土地利用
＊4	グレーインフラ：道路や堤防など、鉄やコンクリートなどで作られる従来型のインフラ

＊	屋敷林：屋敷の周囲に防風や防火のために植えた樹林
＊	干潟：潮が引いたときに現れる海岸の浅瀬

洪
水
時
に
は
そ
こ
か
ら
緩
や
か
に
田
ん
ぼ

や
遊
水
地
に
川
の
水
を
あ
ふ
れ
さ
せ
る
治

水
方
法
で
、
川
の
水
が
引
く
と
田
ん
ぼ
な

ど
か
ら
再
び
川
に
水
が
戻
っ
て
い
き
ま
す
」

  

「
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
」*

３
の
一
機
能
で

あ
る
Ｅ
ｃ
ｏ-

Ｄ
Ｒ
Ｒ
へ
の
注
目
は
、
堤
防

や
ダ
ム
な
ど
の
「
グ
レ
ー
イ
ン
フ
ラ
」*

４

だ
け
で
は
防
ぎ
き
れ
な
く
な
っ
た
、
最
近

の
災
害
被
害
の
大
き
さ
、
多
さ
も
影
響
し

て
い
る
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
は
必
要
だ
が
、

老
朽
化
し
た
グ
レ
ー
イ
ン
フ
ラ
更
新
よ
り

コ
ス
ト
が
安
く
、
多
様
な
機
能
を
持
つ
点

で
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
。
し
か
し
Ｅ
ｃ
ｏ-

Ｄ
Ｒ
Ｒ
の
具
体
的
な
機
能
や
効
果
の
技
術

的
指
針
が
ま
だ
確
立
し
て
お
ら
ず
、
設
計

し
に
く
い
、
事
業
予
算
が
取
り
に
く
い
な

ど
の
課
題
も
あ
る
。
今
後
、
学
際
連
携
と

産
学
官
連
携
に
よ
り
、
技
術
の
標
準
化
や

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
が
待
た
れ
る
。

　

と
は
い
え
日
本
で
も
Ｅ
ｃ
ｏ-

Ｄ
Ｒ
Ｒ
の

新
た
な
試
み
は
少
し
ず
つ
進
ん
で
い
る
。

例
え
ば
、
都
市
の
Ｅ
ｃ
ｏ-
Ｄ
Ｒ
Ｒ
と
し
て

総合地球環境学研究所・
東京大学総合文化研究科

広域システム科学系 准教授

吉田 丈
た け ひ と

人氏

2021年  注目キーワード

特  集

自
然
の
機
能
や
仕
組
み
を
活
用
し
て

災
害
被
害
を
抑
え
る
取
り
組
み

Ｅ
ｃ
ｏ-

Ｄ
Ｒ
Ｒ
＊
１

サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、
工
場
で

も
人
と
と
も
に
働
く
協
働
型
ロ
ボ
ッ
ト
が

普
及
し
て
き
ま
し
た
」

　

ハ
ー
ド
の
低
価
格
や
Ａ
Ｉ
の
発
達
、
セ

ン
サ
ー
・
カ
メ
ラ
技
術
の
向
上
や
、
コ
ロ

ナ
禍
で
消
毒
や
殺
菌
用
の
ニ
ー
ズ
が
急
激

に
高
ま
っ
た
こ
と
な
ど
を
受
け
、
サ
ー
ビ

ス
ロ
ボ
ッ
ト
の
普
及
は
加
速
度
的
に
進
ん

で
い
く
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
住
宅
・

建
設
業
関
連
で
も
い
え
る
こ
と
だ
。

  

「
サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
の
メ
リ
ッ
ト

は
、
作
業
者
の
安
全
確
保
や
生
産
性
向

上
、
業
務
効
率
化
な
ど
で
す
。
24
時
間
稼

働
で
き
る
た
め
、
た
と
え
人
よ
り
作
業
ス

ピ
ー
ド
が
遅
く
て
も
稼
働
時
間
の
調
整
で

カ
バ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
方
で
、

決
め
ら
れ
た
作
業
し
か
で
き
な
い
た
め
、

複
数
の
作
業
が
発
生
す
る
場
合
に
は
課
題

が
残
り
ま
す
。
サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト
を
使

い
こ
な
す
に
は
、
全
体
と
し
て
の
最
適
解

を
見
出
す
必
要
が
あ
り
、
業
務
の
一
部
と

し
て
組
み
込
め
る
か
を
考
え
る
必
要
が
あ

る
で
し
ょ
う
」

　

導
入
す
る
側
は
、〝
人
が
働
き
や
す
く

な
る
た
め
〟
と
い
う
大
前
提
を
忘
れ
な
い

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
例
え
ば
タ
ブ
レ
ッ

ト
で
は
代
替
で
き
な
い
の
か
な
ど
、
サ
ー

ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
の
意
義
と
実
際
の

ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
を
よ
く
考
え
た
う
え
で
設

計
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

  

「
普
及
が
進
む
こ
と
で
機
能
も
進
化
し
、

家
庭
用
ロ
ボ
ッ
ト
が
洗
濯
物
ま
で
た
た
ん

だ
り
、
悲
し
ん
で
い
る
人
に
寄
り
添
っ
て
く

れ
る
な
ど
感
情
に
訴
え
か
け
る
ロ
ボ
ッ
ト

も
増
え
て
い
く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
作
業

は
サ
ー
ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト
が
代
替
し
、
人
は
人

に
し
か
で
き
な
い
付
加
価
値
を
提
供
で
き

る
構
図
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
サ
ー

ビ
ス
ロ
ボ
ッ
ト
が
生
活
の
中
に
組
み
込
ま

れ
た
社
会
が
実
現
す
る
は
ず
で
す
。
今
後

は
、
建
設
や
物
流
な
ど
安
全
確
保
や
人
手

不
足
の
解
消
、
24
時
間
稼
働
で
効
率
化
が

実
現
で
き
る
分
野
で
の
普
及
が
、
よ
り
一
層

進
ん
で
い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

〝
人
が
働
き
や
す
く
な
る
た
め
〟

と
い
う
大
前
提
を
忘
れ
な
い
こ
と

　

か
つ
て
ロ
ボ
ッ
ト
と
い
え
ば
ア
ニ
メ
や

映
画
の
世
界
で
活
躍
す
る
ヒ
ー
ロ
ー
が

イ
メ
ー
ジ
さ
れ
た
が
、
今
で
は
現
実
世

界
で
も
数
多
く
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
活
躍
し
て

い
る
。
自
動
車
や
電
気
製
品
の
組
み
立

て
、
建
設
機
械
の
溶
接
や
塗
装
、
モ
ノ

の
搬
送
な
ど
を
行
う
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト

は
す
で
に
当
た
り
前
の
よ
う
に
稼
働
し

て
い
る
。

  

「
近
年
発
展
が
目
覚
ま
し
い
の
が
文
字
通

り
〝
サ
ー
ビ
ス
〟
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス

ロ
ボ
ッ
ト
で
、
そ
の
役
割
は
掃
除
や
リ
ハ

ビ
リ
支
援
、
警
備
、
受
付
な
ど
様
々
で
す
。

例
え
ば
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
グ
ル
ー
プ
が
開

発
し
た
人
型
ロ
ボ
ッ
ト
「pepper

（
ペ
ッ

パ
ー
）」
や
、GRO

O
VE X

社
（
グ
ル
ー
ヴ 

エ
ッ
ク
ス
）
の
ペ
ッ
ト
型
ロ
ボ
ッ
ト

「LO
VO

T

（
ラ
ボ
ッ
ト
）」
な
ど
は
身
近
な

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
人
と
の
接
触

を
前
提
と
し
、
人
と
の
距
離
が
近
い
存
在

で
あ
る
こ
と
が
特
徴
の
ひ
と
つ
で
す
。
た

だ
し
最
近
で
は
、
工
場
に
設
置
す
る
産
業

用
ロ
ボ
ッ
ト
と
の
境
界
線
が
あ
い
ま
い
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ハ
ー
ド
が
進
化
し
、

よ
り
安
く
、
よ
り
簡
単
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

株式会社野村総合研究所
ICTメディア・サービス産業

コンサルティング部
上級コンサルタント

手塚 洋平氏

利
用
業
種
が
広
が
り

ロ
ボ
ッ
ト
と
人
間
の
協
働
へ

出所：野村総合研究所「ITナビゲーター  2021年版」

図. ロボットの分類

サービスロボットのイメージ

図. 防災・減災機能と活用する生態系の関係イメージ

期
待
さ
れ
る
「
バ
イ
オ
ス
ウ
ェ
ル
」
は
、

舗
装
道
路
の
雨
水
を
土
壌
に
浸
透
さ
せ
て

下
水
道
へ
の
流
入
を
抑
制
す
る
。
ま
た
、

東
京
都
千
代
田
区
に
あ
る
「
大
手
町
の

森
」
で
は
、
高
層
ビ
ル
群
の
谷
間
に
関
東

近
郊
の
山
か
ら
集
め
た
木
々
２
０
０
本
を

移
植
し
た
森
を
再
現
し
て
お
り
、
生
物
多

様
性
の
実
現
が
期
待
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
緑
が
多
い
景
観
は
街
の
魅
力
を
高
め
る

効
果
も
期
待
で
き
る
。

  

「
Ｅｃ
ｏ-

Ｄ
Ｒ
Ｒ
に
は
、
自
然
の
仕
組
み
を

利
用
し
た〝
防
災
・
減
災
〟と
と
も
に
、〝
自

然
生
態
系
の
保
全
〟を
両
立
さ
せ
る
と
い
う

大
切
な
役
割
が
あ
り
ま
す
。
健
全
な
生
態

系
を
維
持
し
な
い
と
、
そ
の
機
能
が
十
分

に
発
揮
で
き
な
い
か
ら
で
す
。
洪
水
や
土

砂
災
害
な
ど
が
起
こ
り
や
す
い
危
険
な
場

所
の
宅
地
を
元
の
自
然
環
境
に
戻
す
と
い
っ

た
適
切
な
土
地
利
用
を
考
え
る
こ
と
も
大

切
で
す
。
住
宅
を
建
て
る
際
に
は
、
こ
の
よ

う
な
視
点
を
持
っ
て
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

を
見
直
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ｅ
ｃ
ｏ-

Ｄ
Ｒ
Ｒ
の
発
想
は
こ
れ
か
ら
の
建

設
業
界
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
適
し
た
イ
ン
フ
ラ
づ
く
り

が
、
地
域
の
持
続
可
能
性
に
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
そ
の
よ
う
な
設
計
思
想
へ
の
変
化
は
、

建
設
業
界
に
と
っ
て
も
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

★霞堤

森林（海岸防災林など）
• 高潮　• 津波

サンゴ礁・マングローブ林
• 高潮　• 津波

湿地・遊水地
• 洪水

干潟 *
• 高潮
• 津波

都市緑地（バイオスウェル・屋敷林*など）
• 暴風　• 豪雨（斜面崩壊・土石流）
• 洪水　• 火災

森 林
• 豪雨（斜面崩壊・土石流）
• 豪雪（雪崩）

農 地
• 暴風　• 洪水
• 豪雨（斜面崩壊・土石流）

大分類 中分類 小分類 ロボット例

産業用

製造業用
ロボット

非協働ロボット ファクトリーオートメーションロボット

協働ロボット 各種協働ロボット

非製造業用
ロボット

農林水産業 各種収穫用ロボット、無人草刈ロボット

建設業 安全管理ロボット、溶接ロボット、無人調査ロボット

非産業用

物流・搬送用
ロボット

AGV AGV（無人搬送車）、棚搬送用ロボット

デリバリー デリバリー、ロジスティクス用ピックアップロボット

医療・介護用
ロボット

手術支援 手術支援ロボット

リハビリ・介護支援 移乗介助、移動支援、排泄支援、見守り支援、入浴支援

その他 消毒・殺菌ロボット、検体搬送ロボット

オフィス・
店舗用
ロボット

清掃 業務用清掃ロボット

受付・案内 受付・案内ロボット、接客ロボット

セキュリティ 警備ロボット

その他 配膳ロボット、店舗バックヤード支援ロボット、
検品ロボット、食器洗浄ロボット

家庭用
ロボット

家事代行 清掃ロボット、調理ロボット、洗濯ロボット

家庭用コミュニケーション 家庭用コミュニケーションロボット
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余
暇
を
楽
し
み
な
が
ら

テ
レ
ワ
ー
ク
で
仕
事
を

  「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と
は
、「W

ork
（
仕

事
）」
と
「Vacation

（
休
暇
）」
を
組
み
合

わ
せ
た
、
リ
ゾ
ー
ト
地
や
観
光
地
な
ど
で

余
暇
を
楽
し
み
つ
つ
仕
事
を
行
う
「
新
し

い
働
き
方
」
の
こ
と
で
あ
る
。
働
き
方
改

革
の
一
端
と
し

て
導
入
が
進
め

ら
れ
、
２
０
２
０

年
７
月
に
菅
官

房
長
官
（
当
時
）

が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
低
迷
す
る
観

光
需
要
の
喚
起

の
た
め
新
た
な

旅
の
ス
タ
イ
ル

と
し
て
普
及
に

取
り
組
み
た
い

と
言
及
し
た
こ

と
で
注
目
が
集

も
賛
否
両
論
で
す
。
制
度
導
入
は
企
業
の

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
組
織
文
化
の
醸
成
と
、
後

ろ
め
た
さ
な
し
に
選
択
で
き
る
従
業
員
の

価
値
観
が
育
た
な
い
と
、
定
着
に
時
間
が

か
か
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
従
来
の
働
き
方
改
革
は
『
ワ
ー

ク
』
か
『
ラ
イ
フ
』
か
と
い
う
視
点
で
し

た
が
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化
し
て

い
く
中
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
で
選

択
肢
が
広
が
る
の
で
す
。
例
え
ば
田
舎
の

畑
仕
事
を
手
伝
い
な
が
ら
仕
事
を
す
る
な

ど
様
々
な
働
き
方
が
可
能
に
な
り
、
自
分

の
実
現
し
た
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実
現

で
き
る
と
思
い
ま
す
。
普
及
に
は
、
人
が

集
ま
り
や
す
い
と
こ
ろ
に
居
心
地
の
良
い

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
が
あ
る
と
よ
い
で
す
ね
。

働
く
・
住
む
・
集
ま
る
な
ど
、
今
ま
で
と

は
違
っ
た
発
想
で
サ
ー
ビ
ス
を
提
案
で
き

る
と
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
つ
か

む
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
」

働
く
場
所
が
自
由
に
な
れ
ば

あ
ら
ゆ
る
可
能
性
が
広
が
る

　

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
わ
る
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
と
し
て
は
、
①
制
度
導
入
企
業
、

②
利
用
す
る
従
業
員
、
③
受
け
入
れ
地
域

と
そ
の
行
政
、
④
関
連
事
業
者
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
期
待
を
寄
せ
て
い

る
。
企
業
は
多
様
な
働
き
方
で
優
秀
な
人

材
の
確
保
や
定
着
を
、
従
業
員
は
休
み
か

仕
事
か
と
い
う
究
極
の
選
択
か
ら
解
放
さ

れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
越
境
学
習*

１

な
ど
に
勤
し
め
る
。
受
け
入
れ
地
域
で
は

関
係
人
口*

２
の
増
加
で
地
域
活
性
化
を
目

指
す
。
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
や
宿
泊
業
な
ど
の
関

連
事
業
者
も
、
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
や
宿
泊

施
設
な
ど
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
生
み
出
す
新

た
な
需
要
に
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
見
い
だ

す
。
し
か
し
日
本
で
は
ま
だ
導
入
企
業
が
一

割
に
も
満
た
な
い
の
が
現
状
だ
。

  

「
仕
事
と
休
暇
の
切
り
分
け
が
難
し
い
な

ど
、
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
対
し
て
は
現
在

ま
っ
て
い
る
。

  

「
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
概
念
は
、『
従
業

員
が
休
暇
期
間
中
に
本
人
の
意
思
で
、
雇

用
主
の
承
認
の
も
と
、
勤
務
先
や
自
宅
以

外
の
場
所
で
テ
レ
ワ
ー
ク
な
ど
を
活
用
し

て
仕
事
を
す
る
こ
と
』
と
説
明
さ
れ
ま
す
。

一
言
で
い
え
ば
、『
働
く
場
所
』
に
制
限
が

な
く
、
ど
こ
で
も
自
由
に
選
べ
る
と
い
う

制
度
で
す
。
波
の
音
で
目
を
覚
ま
し
、
海

を
眺
め
な
が
ら
の
ラ
ン
チ
の
後
、
午
後
は

リ
モ
ー
ト
会
議
。
一
仕
事
終
わ
っ
た
ら
、

海
岸
に
出
る
の
も
よ
し
。
仕
事
と
休
暇
を

織
り
交
ぜ
る
こ
と
で
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で

き
た
り
新
た
な
交
流
や
ア
イ
デ
ア
も
生
ま

れ
て
き
ま
す
。
こ
ん
な
働
き
方
、
魅
力
的

だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
」

　

２
０
２
０
年
４
月
の
緊
急
事
態
宣
言
以

降
、
テ
レ
ワ
ー
ク
の
環
境
整
備
が
一
気
に

進
ん
で
き
た
。
ま
た
、
会
社
に
行
く
こ
と

が
仕
事
と
い
う
意
識
も
変
わ
り
、
ワ
ー
ケ
ー

シ
ョ
ン
普
及
へ
の
素
地
が
で
き
始
め
た
と

い
え
る
。

山梨大学大学院
総合研究部 生命環境学域
山梨大学 生命環境学部

地域社会システム学科 教授

田中 敦氏

＊1 越境学習：従業員が所属する組織の枠を自発的に越境して、職場以外に学びの場を求めること
＊2 関係人口：移住した定住人口でもなく、観光にきた交流人口でもない、地域や地域の人々と多様に関わる人々のこと

出所：  JTB総合研究所、「拡大する
ワーケーションの可能性と
課題」の田中敦氏作成の図を
もとに作成

写真：PIXTA

「
働
く
場
所
」を
制
限
し
な
い

自
由
度
の
高
い「
新
し
い
働
き
方
」

ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン

地
域
・
行
政

関
連
事
業
者

従
業
員

制
度
導
入
企
業

• 関係人口の増加により
 地域活性化

• 自律的な働き方
• クリエイティブな環境
• 越境学習の機会の創出

• 新たな需要の創出

• 働き方改革
• 優秀な人材の確保
• ウェルネス推進

従  来 これから
ブレンド型の

ライフスタイル

Workcation
出所：政府広告の動画より抜粋

Work & Life
Balance

Work & Life MIX
（INTEGRATE）

WORK LIFE

LEARN SOCIAL

LOCAL

WORK LIFE

WORK LIFE

図2. ワーケーションによって実現できる
 ブレンド型のライフスタイル

図1.  ワーケーションに関わるステークホルダーと
 それぞれのメリット

2021年  注目キーワード

特  集



Kenzai Monthly January 20217

Vol. 2

商品ピックアップ
編集室の テレワークが浸透してきましたが、どうせなら使い勝手のよ

いホームオフィスにしたいと思いませんか。今号では、置き
場に困るWi-Fiルータの収納や、メモを貼り付けられる壁など、
テレワークスペースを充実させるアイデア商品をご紹介。

※ 掲載商品は弊社と取引がない商品も含みます。

ホームオフィスを充実させるアイテム

石膏ボードなどの下地と壁紙の間に挟んで施工するので、
好みの壁紙に直接マグネットアイテムをつけられる。そ
のため、穴をあけずにフックや棚などを壁に自由に設置
できる。別売りのマグネ黒板シートやマグネホワイトシー
トを使えば、伝言ボードや落書きスペースとなる。「マ
グマジック」にはカッターでカットできるシートタイプ

（N2）と化粧鋼板タイプ（SP）の２タイプがある。

【仕様】マグマジックN2（シートタイプ）サイズ：幅
900mm/10m 巻 厚 み：0.9mm　 色：表・ベ ー ジ ュ、
裏・不織布貼り　マグマジックSP（鋼板タイプ）サイ
ズ：900mm × 600mm 900mm × 300mm 450mm ×
450mm 厚み：0.45mm　色：表・ホワイト、裏・グレー

【価格】マグマジックN2：6,980円/m マグマジックSP：
3,600円〜7,200円/枚

● 問い合わせ先：シンコール株式会社
 TEL：076-237-7740　E-mail：sincol@sincol-kys.co.jp
 ＵＲＬ：https://www.sincol-kys.co.jp/freeplus/
 magic/

壁紙の上からマグネットが使える
下地材「マグマジック」
シンコール株式会社

本棚や飾り棚にもなるテレビボード「リビアス」は、水平ラインのシンプルなデザインでリモートワーク
デスクとしての利用が増えている。壁面に埋込不要でカウンター内部に受桟を納める新発想で、棚板・石
膏ボードを切欠かず準耐火基準をクリアする壁面施工ができる。下部補強も一切なしで間口4000mmま
で施工可能なハニカム構造の特殊強化芯材を採用し、軽量化を実現。耐荷重は200kg（リビアス90）。
【仕様】サイズ：リビアス90：幅4040mm（4M）、2730mm（9尺）、
2020mm（2M)×奥行き500mm×厚み90mm　カラー5色
【価格】リビアス90（受桟込み）4M：6万4,600円、9尺：5万8,400円、
2M：3万3,500円

● 問い合わせ先：南海プライウッド株式会社
 TEL：087-825-3655
 ＵＲＬ：https://www.nankaiplywood.co.jp/
 product/livus/

リモートワークデスクにも利用できる
テレビボード「リビアス」

南海プライウッド株式会社

ユーザー自身で簡単に組み立てがで
き、約1㎡の半個室空間を作れるデ
スク。高さ約120cmの仕切りとデ
スクが一体になった構造で、椅子に
座れば周囲の視線を遮り集中して仕
事に取り組める。また仕切りには
フックなどがかけられる有孔ボード
を採用し、様々なアレンジが可能。
リビングに馴染む落ち着いたデザイ
ンでオリジナルの空間を実現する。

【仕様】パネル部:幅900mm×奥行き772mm×高さ1202mm　
色柄：ライトナチュラル柄、ミディアムグレー柄　デスク部：幅
827mm×奥行き441mm×高さ700mm　色柄:ダーク柄
【価格】希望小売価格：8万8,000円（税別）

● 問い合わせ先：パナソニック株式会社
 ＊照明と住まいの設備・建材　お客様ご相談センター 
 TEL：0120-878-709（受付 9:00〜18:00）

 ＊ハウジングシステム事業部 建築システムBU 営業戦略企画部 
 TEL：06-6908-1131（代表 受付9:00〜17:30）
 ＵＲＬ：https://news.panasonic.com/jp/press/data/2020/
 08/jn200803-2/jn200803-2.html

約1㎡の半個室空間を実現する
組み立て簡単デスク「KOMORU（コモル）」
パナソニック株式会社

ダイニングキッチンやリビングなど、家の中央付近の
壁の厚さを利用してWi-Fiルータ（無線LAN）などをすっ
きり収納。電波を遮らない理想の電波環境である床上
1〜2ｍの高さにWi-Fiルータを収納できるほか、イン
ターフォン、給湯器、床暖房、セキュリティ−のコン
トローラーを使いやすい高さにまとめて収納できる。

● 問い合わせ先：住友林業クレスト株式会社　お客様相談室
 TEL：052-205-8405
 （受付 平日9：00〜12：00　13：00〜18：00）
 ＵＲＬ：https://www.sumirin-crest.co.jp/products/
 interior-products/closet/wifi/

【仕様】サイズ：（本体寸法）幅350mm×扉込み奥行き149.5mm×高さ
2300mm（埋め込み奥行き寸法）奥行き116mm　ボックス・棚板：特殊化粧紙
貼　扉：特殊樹脂化粧シート貼　耐荷重：3kg（棚1枚につき）

【価格】リモコンパネルタイプ：7万4,000円（組立完成品）（税別）　オープン棚
タイプ：7万3,000円（組立完成品）（税別）

理想のWi-Fi電波環境を作る
「ウォールニッチWi-Fi 収納」
住友林業クレスト株式会社×株式会社バッファロー
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「RoomClip」のイメージ

模様替えなどをしなくても継続して投稿してもらえるよう様々なテーマ
で投稿イベントを開催。また、クライアントの製品を無料提供する「無
料モニターキャンペーン」なども実施している実際に住んでいる部屋の写真が400万枚以上投稿されている

リアルな生活シーンを可視化し
ユーザー・メーカー双方の
潜在ニーズに応える

プライベートな部屋の写真を共有できる
日本最大級の住まいと暮らしの
実例写真共有サービスを開発

投稿を促し継続的に利用してもらう
工夫でユーザーコミュニティを活性化

き
る
と
い
う
サ
ー
ビ
ス
の
特
徴
が
、
私
た
ち
の
成

長
の
エ
ン
ジ
ン
に
な
っ
て
い
る
ん
で
す
」

自
社
製
品
の
リ
ア
ル
な
活
用
事
例
が
分
か
り

メ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
は
宝
の
山

—

写
真
の
投
稿
者
は
、
使
い
勝
手
を
よ
く
す

る
な
ど
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
工
夫
を
凝
ら
し
て

き
た
女
性
が
多
い
と
い
う
。

  「
し
か
し
、
そ
ん
な
努
力
も
家
族
に
は
気
づ
い
て

も
ら
い
に
く
い
も
の
で
す
。
そ
れ
が『
Ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
Ｃ

ｌ
ｉｐ
』に
投
稿
す
る
と『
参
考
に
な
り
ま
し
た
』

な
ど
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
も
ら
え
る
。
他
人
の
役

に
立
ち
た
い
と
い
う
貢
献
欲
求
が
満
た
さ
れ
る
こ

と
が
、
次
の
投
稿
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
そ
の
よ
う
な
や
り
取
り
で
ユ
ー
ザ
ー
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
構
築
さ
れ
、
閲
覧
者
の
投
稿
意
欲
も
刺

激
さ
れ
る
こ
と
で
新
た
な
投
稿
に
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
う
し
て
よ
り
多
く
の
投
稿
が
集
ま
る
と
、
閲
覧

者
も
増
え
る
と
い
う
好
循
環
が
生
ま
れ
る
の
で
す
」

—

同
社
で
は
、
投
稿
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
を

通
じ
た
住
宅
関
連
メ
ー
カ
ー
に
対
す
る
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
支
援
で
収
益
を
得
て
い
る
。
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
の
製
品
の
活
用
事
例
を
投
稿
し
て
も
ら
う
こ

と
で
、
自
社
製
品
が
実
際
の
生
活
で
ど
の
よ
う
に

使
わ
れ
て
い
る
か
と
い
う
生
の
情
報
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
投
稿
さ
れ
た
写
真
を
見
に

来
る
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
も
つ
な

が
る
。
こ
の
よ
う
な
ユ
ー
ザ
ー
と
の
接
点
が
、メ
ー

カ
ー
に
提
供
で
き
る
大
き
な
価
値
と
な
っ
て
い
る
。

  

「
ユ
ー
ザ
ー
の
リ
ア
ル
な
部
屋
の
様
子
を
見
せ

る
た
め
に
、
投
稿
写
真
の
ク
オ
リ
テ
ィ
は
問
い
ま

せ
ん
。
料
理
な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
比
べ
れ
ば
、
投
稿

頻
度
は
高
く
な
い
の
で
継
続
し
て
投
稿
し
て
も
ら

え
る
よ
う
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
投
稿
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
ス
ト
ー
ブ
回
り
、
コ
ー
ト
ハ

ン
ガ
ー
、
エ
コ
バ
ッ
グ
の
収
納
な
ど
よ
り
ニ
ッ
チ

な
テ
ー
マ
を
つ
く
る
こ
と
で
投
稿
心
を
く
す
ぐ
る

工
夫
も
大
切
で
す
。
こ
れ
が
同
時
に
、
ニ
ッ
チ
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
に
も
役
立
っ

て
い
る
の
で
す
」

—

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
巣
ご
も
り
で
住
ま
い
の

改
善
欲
求
が
高
ま
り
、
２
０
２
０
年
５
月
に
は
前

年
同
月
比
２
倍
と
な
る
月
間
ユ
ー
ザ
ー
数

８
３
０
万
人
を
突
破
。
住
空
間
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
こ
の
機
会
に
、
サ
ー
ビ
ス
を
通
じ
て

業
界
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
と
い
う
。

  

「
今
後
は
、
ユ
ー
ザ
ー
の
投
稿
パ
タ
ー
ン
な
ど

か
ら
、
工
務
店
と
見
込
み
客
を
つ
な
ぎ
、
顧
客
に

変
え
ら
れ
る
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
工
務
店
に
提

案
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、『
Ｒ
ｏ
ｏ

ｍ
Ｃ
ｌ
ｉ
ｐ
』
を
通
じ
て
多
様
化
す
る
ユ
ー
ザ
ー

の
ニ
ー
ズ
を
知
っ
て
も
ら
い
、
メ
ー
カ
ー
が
そ
れ

に
応
え
れ
ば
ユ
ー
ザ
ー
の
満
足
度
も
上
が
る
は
ず

で
す
。
ユ
ー
ザ
ー
の
フ
ァ
ン
化
、
販
売
促
進
活
動

な
ど
一
連
の
サ
イ
ク
ル
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
に
進
化
さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

付 加 価 値 創 造 に 挑 戦

注 企業を訪ねる

ビ
ス
が
な
か
っ
た
。
家
は
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
や
料
理
の

よ
う
に
日
々
変
わ
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
投
稿

の
ハ
ー
ド
ル
も
高
か
っ
た
ん
で
す
。
し
か
し
こ
れ

は
同
時
に
、
消
費
者
が
家
に
対
す
る
知
見
を
深
め

る
機
会
が
少
な
い
こ
と
で
も
あ
り
ま
し
た
」

—

な
い
な
ら
自
分
が
実
現
し
よ
う
。
そ
う
考
え

た
髙
重
氏
は
２
０
１
２
年
、「
Ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
Ｃ
ｌ
ｉｐ
」

の
提
供
を
開
始
。
と
は
い
え
当
初
は
思
う
よ
う
に

注
目
さ
れ
ず
、
ユ
ー
ザ
ー
は
数
百
人
に
留
ま
っ
て

い
た
。

  「
そ
れ
で
も
約
１
年
が
過
ぎ
た
頃
、
熱
心
な
ユ
ー

ザ
ー
が
い
る
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
サ
ー
ビ
ス

の
方
向
性
を
見
極
め
る
べ
く
、
実
際
に
ユ
ー
ザ
ー

に
会
っ
て
話
を
聞
き
、
ど
う
い
う
人
が
ど
の
よ
う

な
場
面
で
使
っ
て
く
れ
て
い
る
の
か
の
分
析
を
始

め
た
ん
で
す
。
使
い
や
す
く
な
る
よ
う
改
善
し
て

い
く
中
で
、
ゆ
っ
く
り
と
ユ
ー
ザ
ー
が
増
え
て
い

き
ま
し
た
」

—

例
え
ば
、
和
室
を
子
ど
も
部
屋
と
し
て
使
っ

て
い
る
が
雰
囲
気
は
北
欧
風
に
し
た
い
と
い
う

ニ
ー
ズ
を
持
っ
た
人
が
い
た
と
す
る
。
し
か
し
あ

ま
り
に
も
ニ
ッ
チ
な
市
場
で
あ
り
、
従
来
な
ら
雑

誌
や
ネ
ッ
ト
を
調
べ
て
も
十
分
な
情
報
を
得
る
こ

と
は
難
し
か
っ
た
。

  「『
Ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
Ｃ
ｌ
ｉ
ｐ
』な
ら
、
同
様
の
価
値

観
を
持
つ
ユ
ー
ザ
ー
の
投
稿
か
ら
具
体
的
な
ノ
ウ

ハ
ウ
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
多
様
化
し

て
い
る
住
ま
い
へ
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
こ
と
が
で

ニ
ッ
チ
な
市
場
を
す
く
い
あ
げ

多
様
化
す
る
住
ま
い
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す

—

イ
ン
テ
リ
ア
や
室
内
空
間
な
ど「
部
屋
」の

創
意
工
夫
を
写
真
で
共
有
で
き
る
、
住
ま
い
と
暮

ら
し
の
実
例
写
真
共
有
サ
ー
ビ
ス「
Ｒ
ｏ
ｏ
ｍ
Ｃ
ｌ

ｉｐ
」。
写
真
の
投
稿
や
お
気
に
入
り
に
対
す
る「
い

い
ね
！
」を
残
せ
る
機
能
も
あ
る
。
い
わ
ば
住
ま
い

版
の
Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ
ａ
ｇ
ｒ
ａ
ｍ
の
よ
う
な
こ
の
サ
ー
ビ

ス
を
運
営
す
る
の
が
、
ル
ー
ム
ク
リ
ッ
プ
だ
。
誕
生

の
き
っ
か
け
は
２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災
。
代

表
の
髙
重
正
彦
氏
は
福
島
県
い
わ
き
市
出
身
で
、

震
災
後
に
実
家
が
引
き
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

  「
実
家
で
の
暮
ら
し
を
振
り
返
れ
な
い
こ
と
に
喪

失
感
を
感
じ
、
部
屋
と
い
う
も
の
は
写
真
に
残
す

こ
と
も
少
な
け
れ
ば
、
他
人
の
家
の
中
を
見
る
機

会
も
滅
多
に
な
い
こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
す
で

に
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
が
進
化
し
、
実
際
の
生

活
模
様
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
掲
載
さ
れ
始
め
る
中
、

衣
食
住
の
う
ち『
住
』だ
け
は
情
報
共
有
す
る
サ
ー

ル
ー
ム
ク
リ
ッ
プ
株
式
会
社

ここが注目ポイント

「自分の部屋」が価値になる！
ありそうでなかった
住まい版 Instagram*

本　　社  ●	東京都渋谷区千駄ヶ谷
	 	 1丁目28番1号　
	 	 佳秀ビル2階
創　　業  ●	2011年
資 本 金  ●	5億6,051万円
従 業 員  ●	50名
事業内容  ●	「RoomClip」の
	 	 企画・開発・運営

代表取締役社長　

髙重 正彦 氏

* Instagram：Facebook,Inc.が運営する無料の写真・動画共有ソーシャル・ネットワーキング・サービス

1つの投稿にたくさんのハッ
シュタグを付けることで、
多様なニーズに対して検索
しやすくしている

投稿者がアイテム情報をを入力
することもできる。タグ付けさ
れたアイテムをクリックすると
販売サイトへリンクする

無料モニターキャンペーン

開催中のイベント例

クライアント
（メーカーなど）RoomClip

● ユーザーの
 生活可視化
● ショールーム
 としての役割
● 投稿写真を
 利用した
 カタログ制作
 など

インテリア情報・
ノウハウ提供

写真投稿
（リアルな生活
シーンという
情報を提供）

投稿イベント開催
などで
マーケティング
支援

「いいね」
などのコメント

貢献欲求が
満たされる

料金支払い

コミュニティ
構築

閲覧者

投稿者

コミュニティ
構築

• おうち時間の過ごし方
• ベビーサークルのある部屋

• わたしのおやつ時間
• 座椅子
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　新型コロナウイルス感染症の影響により落ち込んだ経
済の回復を図るため、一定の省エネ性能を有する住宅の
新築やリフォームなどに対して、商品や追加工事と交換
できるポイントを付与する「グリーン住宅ポイント制度」
を創設する。なお、今回の措置は令和2年度第3次補正
予算成立が前提。

［グリーン住宅ポイント制度の概要］
◎	新築は最大40万円相当、リフォームは最大30万円
相当のポイントを付与。（一定の要件を満たす場合、
新築最大100万円相当に引き上げ）

◎	「新たな日常」などに対応した追加工事も交換対象。
◎	若者・子育て世帯のリフォームにポイント特例あり。
◎	 2020年12月15日から2021年10月31日までに契
約の締結などをした場合が対象。

［ポイントの交換商品など］
◎	「新たな日常」、「環境」、「安全・安心」、「健康長寿・
高齢者対応」、「子育て支援、働き方改革」、「地域振
興」に資する商品。

◎	「新たな日常」（テレワークや感染症予防）および「防
災」に対応した追加工事。

［ポイントの発行］

経済の持ち直しに向けた住宅取得対策として
「グリーン住宅ポイント制度」創設  －国土交通省

今月のニュース

編集室より

■ 送付先の変更、広告掲載・誌面に対するご意見などは
 以下までご連絡ください。

メールアドレス：kenzai-monthly@sfc.co.jp
FAX：03-3214-3263
住友林業株式会社 木材建材事業本部 業務企画部

■ 弊社ホームページにPDF版を掲載中です。
   https://sfc.jp/mokuzai/kenzaimonthly/

謹賀新年　本年も引き続き、本誌をどうぞよろしくお願い致します。さて、2021
年の十二支は「丑（うし）」。発芽直前の芽が種子の殻を破ろうとしている状態だそ
うです。また、牛は古くから大変な農作業を手伝う存在でその働きぶりから、丑年
は「我慢」、「これから発展する前触れ」というような年になるといわれています。
コロナ禍という厳しい環境の中ですが、命の息吹が芽生えるように、新たな価値を
生み出しエネルギッシュな一年となりますように。（編集室一同）

編
集
後
記

表紙：住友林業（株）住宅・建築事業本部　東京中央支店　ハウジングステージ新宿展示場
＊	家具などのインテリア品は実際の展示と
　	異なる場合があります

　わが社のイチオシとしてぜひご紹介したいのが、
金沢弁で「燃えないんだぞ」という意味の不燃木材
「もえんげん®」です。開発の発端は、弊社の社是「山
への恩返し」にあります。山に放置されている杉や
檜の間伐材や小径木、根曲がり材を有効活用したい。
そこで不燃木材に加工して付加価値を付けることに
思いを巡らせ、金沢工業大学との10年以上にわたる
共同研究で2007年に製品化を実現しました。
　「もえんげん®」は750℃で20分加熱した場合、
1㎡当たりの総発熱量が8MJ以下の防火性能を持っ
ています。木材に注入されたホウ酸塩が炎で熱せら
れると薬剤が周りにしみ出し、ガラス層を生成し、
コーティングして防火する仕組みです。また、防火
木材が空気中の水分を吸収して薬剤が表面に溶け出

し、白く結晶化する「白華現象」に対しては、薬剤に
ホウ酸塩とホウ砂

しゃ

を使うことで防いでいます。
　意匠性にも優れ、塗装は26色、ご希望の厚さやサ
イズにも対応できます。内装制限のある建築物でも
使用でき、美しい天然木の木肌を生かした設計デザ
インが可能で、こども園や小学校などでの需要を期
待しています。最近は県産材などの持ち込み木材に
不燃加工を施してほしいという要望
も多く、昨年のジャパンホーム＆ビ
ルディングショーでは「みらいのた
ね賞」をいただきました。

特許技術を活用し
低コストで高品質な不燃木材を製造 土田 恭子さん

加賀木材株式会社（石川県）
サポート部積算チーム

わ が 社 の イチオシイチオシ

　当社は、ガレージや倉庫の製造販売などを行うカ
クイチグループの関連会社で、2013年に独立しまし
た。「シリカライム」は内装左官材です。グループ内
の新規事業の１つにミネラルウォーター事業があるの
ですが、「岩

いわ

深
し

水
みず

」という水が湧き出す石の採掘坑道
の空気が何とも清々しく、この空気を「家」の中に持っ
ていきたいと開発を始めました。清らかな空気を生み
出していたのは空気浄化効果のある花崗岩
「音

おとわしょうせき

羽晶石」で、これを粉にして骨材としバインダー（硬
化剤）には「天然水硬性石灰」を使用。接着剤の合
成樹脂や糊などをいっさい使わず、劣化しにくい
100％天然無機素材の左官材を作り上げました。
　フランスから取り寄せている「天然水硬性石灰」
は、日本の石灰と異なり初期にすぐ硬くなるという

特徴があります。そのため糊などの有機物が必要な
く、雑菌やカビが繁殖せず、消臭や化学物質の吸着
にも優れた効果を発揮します。
　ただ、左官は未知の分野であり、施工をしやすく
するための樹脂を配合していないため、職人さんた
ちに塗りにくいと言われて悪戦苦闘しました。です
が、使ってくださったお施主さんの「部屋の空気が
よくなった」「質感や光の反射がと
てもよい」という声に後押しされ、
塗れる職人さんを増やして工事まで
請け負う責任施工という形を確立で
きました。たくさんの人にシリカラ
イムを知ってもらい、快適な生活を
送っていただけたらと思います。

樹脂不使用の「シリカライム」は
部屋の空気を浄化する左官材　 本

も と や ま

山 鉄朗さん
株式会社シリカライム（東京都）

技術グループマネージャー

● 住宅の新築（持家）

対象住宅
発行ポイント

基　本 特　例
① 高い省エネ性能を有する住宅 40万Pt/ 戸 100万Pt/ 戸
② 省エネ基準に適合する住宅 30万Pt/ 戸 60万Pt/ 戸

※ 特例の場合、以下のいずれかに該当  
　＊東京圏から移住するための住宅 ＊多子世帯が取得する住宅  
　＊三世代同居仕様である住宅 ＊災害リスクが高い区域から移住するための住宅

● 既存住宅の購入（持家）
対象住宅 発行ポイント

① 空き家バンク登録住宅
② 東京圏から移住するための住宅
③ 災害リスクが高い区域から移住するための住宅

30万Pt／戸
（住宅の除却を伴う場合は

45万Pt／戸）
④ 住宅の除却に伴い購入する既存住宅 15万Pt／戸

● 住宅のリフォーム（持家・賃貸）
発行ポイント 1戸あたり上限30万Pt

上限特例
対象住宅 発行ポイント

① 若者・子育て世帯のリフォーム 上限を45万 Pt/ 戸に引き上げ
② ①以外の世帯で、安心 R 住宅を
　 購入してリフォーム 上限を45万 Pt/ 戸に引き上げ
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2020年11月の新設住宅着工戸数　単位：戸　▲は減
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（出典：国土交通省ホームページ　http://www.mlit.go.jp/statistics/details/jutaku_list.html）
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